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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第３四半期連結
累計期間

第36期
第３四半期連結
会計期間

第35期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 18,518,2787,119,08931,426,669

経常利益（△は損失）（千円） △1,391,30517,8052,992,782

四半期（当期）純利益(△は損失）（千円） △1,090,205△44,1911,402,167

純資産額（千円） － 9,482,84111,031,381

総資産額（千円） － 19,928,14217,262,805

１株当たり純資産額（円） － 542.16 631.06

１株当たり四半期（当期）純利益金額（△は損失)（円） △63.46　 △2.57 81.62

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（△は損失）

（円）
－　 －     －

自己資本比率（％） － 46.7 62.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,241,322 － 2,494,906

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,452,116 － △1,844,388

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,460,435 － △278,045

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 2,669,192　 2,924,413

従業員数

（ほか、平均臨時雇用者数）

（人）

－
1,907

(1,946)

1,724

（2,250)

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は記載しておりません。　

３．従業員数は就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日８時間で

換算した平均人員を（ ）内に外数で記載しております。 
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,907(1,946)

　   （注） 従業員数は、就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日８時間で

換算した当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,146(1,494)

　   （注） 従業員数は、就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日

　　　　　　８時間で換算した当第３四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループは売上高の93.1％がこども写真事業であり、スタジオ写真撮影という事業の特性から製品の在庫が

極めて少ないため、生産状況は販売状況に類似しております。

(2）受注状況

　婚礼衣装製造卸売事業で一部受注生産を行っておりますが、売上高のうち受注生産の占める割合が極めて僅少で

あるため、受注状況は記載しておりません。

(3）販売実績

　
事業の種類別
セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

 売上高（千円） 前年同期比（％） 構成比（％）

　こども写真事業 6,630,983 － 93.1

　婚礼衣装製造卸売事業 488,105 － 6.9

合　計 7,119,089 － 100.0

 （注）１．上記売上高金額には消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

(4）地域別売上高及び店舗数

　地域別の販売状況は次のとおりであります。

 地　域　別　
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

  売上高（千円） 前年同期比（％） 店舗数（店）

 北海道 160,118 － 11

 東　北 322,488 － 23

 関　東 3,270,194 － 156

 中　部 807,759 － 54

 近　畿 956,322 － 62

 中　国 365,023 － 21

 四　国 111,417 － 7

 九　州 540,670 － 33

 その他 96,989 － －

　こども写真事業　計　 6,630,983 － 367

　婚礼衣装製造卸売事業 488,105 － －

合　　　計 7,119,089 － 367

 （注）１．上記売上高金額には消費税等は含まれておりません。

 　　　２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

 　　　３．こども写真事業の「その他」はフランチャイジーからのロイヤリティー収入などであります。

 ４．上記店舗数は、当第３四半期連結会計期間末日の国内こども写真事業スタジオ直営店舗数を記載しておりま　

　　　　　す。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクは以下に記載しております。なお、前事業年度

の有価証券報告書に記載の事業等のリスクについての重要な変更はございません。　

また、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。　

 

（１）　当社グループでは、新型インフルエンザ等の感染症流行時における対策を講じておりますが、感染症の影響

が当社グループの想定を上回る事態に拡大した場合は、ご来店者数の減少等により、当社グループの業績に重要な

影響を与える可能性があります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

４【財政状態及び経営成績の分析】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当連結会計年度は四半期報告制度の導入初年度であるため「（１）経営成績の分析」において比較、分析に用いた前年

同期数値は、独立監査人による四半期レビューを受けておりません。

　

（１）経営成績の分析 

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、世界的な景気後退の底打ち感が出てきているものの、依然企業業

績は低水準で推移しており、それに伴う雇用情勢の悪化や個人消費の低迷など、引き続き厳しい状況が続いております。

このような経営環境の下、当社グループのこども写真事業は、本格的な七五三シーズンの準備といたしまして、撮影用こ

ども衣装（和装、洋装）の入替を実施するとともに、当社オリジナルの年賀用ポストカードを導入いたしました。また、今

年度大きく撮影件数が伸びているマタニティ撮影に対応した販売商品として、病院で撮影された体内のエコー写真を入れ

ることができるマタニティ専用台紙を導入いたしました。

七五三撮影の件数におきましては、お誕生日に撮る七五三として取り組んでいる「Happy Birthday 七五三」や前倒し

して５月中旬から開始した「早撮り七五三キャンペーン」によって平準化が進み、フランチャイズ店舗を含む全店の前年

同期比で9.7％の減少となりました。なお、ご参考までに、当第３四半期連結累計期間における同件数の前年同期比は2.4％

の増加となっております。

国内の出店状況につきましては、移転５店舗を含み７店舗を出店し、次世代型への店舗改装および区画移動は、それぞれ

11店舗、４店舗実施いたしました。退店は、移転による５店舗を含み７店舗実施いたしました。

その結果、当第３四半期末の店舗数は、国内こども写真館380店舗（直営店舗366店・フランチャイズ店舗14店）、ペット

写真館１店舗、韓国の子会社におけるこども写真館５店舗、中国の子会社におけるこども写真館１店舗、台湾の合弁会社に

おけるこども写真館２店舗を含め、389店舗となっております。

婚礼衣装製造卸売事業におきましては、タレントのベッキーがデザインした第３弾のウエディングドレスの発表や、貸

衣装店へのレンタル用婚礼衣装の大幅なリニューアルを実施いたしました。また、取引シェアの拡大を目指し営業人員の

増強を図りました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は7,119百万円（前年同期比1.1％の減少）、営業利益は102百万円（対

前年同期147百万円の利益増加）、経常利益は17百万円（対前年同期51百万円の利益増加）、四半期純損失は44百万円（対

前年同期68万円の損失減少）となりました。

　　　 

（２）財務状況の分析

①　資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比べ2,665百万円増加し19,928百万円となりました。

流動資産は、繰延税金資産等の増加により、前連結会計年度末と比べ1,404百万円増加の8,302百万円となりました。

固定資産はリース資産の増加等などにより、前連結会計年度末と比べ1,260百万円増加の11,625百万円となりました。
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②　負債の状況

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ4,213百万円増加し10,445百万円となりました。

　流動負債は短期借入金の増加、リース債務の増加、未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末と比べ3,846百万円増

加の9,601百万円となりました。

　固定負債はリース債務の増加等により、前連結会計年度末と比べ366百万円増加の844百万円となりました。

 

③　純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ1,548百万円減少し9,482百万円となりました。

　これは主に、当第３四半期連結累計期間純利益（損失）及び前年度の剰余金の処分（配当金支払い）などによるもので

す。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間末に

比べ22百万円増加し、2,669百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、98百万円となりました。その主な内訳は、増加要因として、減価償却費519百万円、減少

要因として、売上債権の増加額338百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、1,174百万円となりました。その主な内訳は、減少要因として、写真スタジオの新規出店

及び既存店の改装・設備追加等にかかる支出1,157百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、1,107百万円となりました。その主な内訳は、増加要因として、短期借入金の増加額785

百万円、セール・アンド・リースバック取引による収入450百万円であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動　

該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

 前四半期連結会計期間末において計画中であった設備の新設等の計画のうち、当第３四半期連結会計期間に完了

した主なものは、次のとおりであります。

 提出会社

 事業所

（所在地） 

 事業のセグメント

の名称
 設備の内容

 投資額

（千円） 
 完成年月日  従業員数（人） 

 名西店等２店

（名古屋市西区他） 
 こども写真事業  新店舗設備  58,000 平成21年９月  5 (2)

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,888,000

計 30,888,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,185,650 17,185,650
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数　100株

計 17,185,650 17,185,650 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年７月１日

～平成21年９月30日
    － 17,185,650    － 1,885,950    － 2,055,449

　

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。　
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（６）【議決権の状況】

  ①【発行済株式】

　 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）      普通株式     5,900 －
単元株式数

100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

17,161,200
171,612 同上

単元未満株式     普通株式　  18,550 －
１単元(100株)

未満の株式

発行済株式総数 17,185,650 － －

総株主の議決権 － 171,612 －

 

②【自己株式等】

　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱スタジオアリス
 大阪市北区梅田

1－８－17
5,900 － 5,900 0.03

計 － 5,900 － 5,900 0.03

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 878 770 708 685 653 759 977 1,007 974

最低（円） 639 525 610 585 572 620 704 792 886

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。なお、有限責任監査法

人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって、監査法人トーマツから名称変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,001,583 3,250,694

受取手形及び売掛金 1,414,159 1,128,519

商品 83,985 75,152

製品 147,513 158,495

原材料 1,109,248 788,755

仕掛品 60,917 198,329

貯蔵品 33,235 42,344

繰延税金資産 886,664 230,990

その他 1,656,264 1,069,198

貸倒引当金 △91,000 △44,700

流動資産合計 8,302,572 6,897,780

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,359,384 7,204,957

減価償却累計額 △3,330,136 △3,214,294

建物及び構築物（純額） 4,029,247 3,990,663

機械装置及び運搬具 760,845 709,944

減価償却累計額 △473,648 △348,845

機械装置及び運搬具（純額） 287,196 361,099

工具、器具及び備品 3,233,573 2,604,082

減価償却累計額 △2,189,750 △1,868,562

工具、器具及び備品（純額） 1,043,822 735,519

土地 650,076 650,076

リース資産 965,059 －

減価償却累計額 △150,871 －

リース資産（純額） 814,188 －

有形固定資産合計 6,824,531 5,737,358

無形固定資産

のれん 546,908 610,494

その他 500,931 398,943

無形固定資産合計 1,047,839 1,009,438

投資その他の資産

投資有価証券 122,568 72,363

長期貸付金 159,888 159,888

繰延税金資産 705,744 592,461

敷金及び保証金 2,833,420 2,840,367

その他 16,577 23,147

貸倒引当金 △85,000 △70,000

投資その他の資産合計 3,753,198 3,618,228

固定資産合計 11,625,570 10,365,025

資産合計 19,928,142 17,262,805
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 499,387 504,399

短期借入金 5,063,600 2,095,002

未払法人税等 117,500 759,885

リース債務 667,124 －

賞与引当金 8,511 7,548

未払費用 1,327,288 962,639

その他 1,917,724 1,424,757

流動負債合計 9,601,136 5,754,231

固定負債

退職給付引当金 269,456 239,066

繰延税金負債 19,261 21,654

リース債務 465,729 －

その他 89,716 216,471

固定負債合計 844,165 477,192

負債合計 10,445,301 6,231,424

純資産の部

株主資本

資本金 1,885,950 1,885,950

資本剰余金 2,055,449 2,055,449

利益剰余金 5,442,342 6,962,041

自己株式 △8,971 △8,971

株主資本合計 9,374,770 10,894,469

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △54 △161

為替換算調整勘定 △60,528 △52,849

評価・換算差額等合計 △60,583 △53,011

少数株主持分 168,654 189,923

純資産合計 9,482,841 11,031,381

負債純資産合計 19,928,142 17,262,805
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※2
 18,518,278

売上原価 14,604,259

売上総利益 3,914,019

販売費及び一般管理費 ※1
 5,196,365

営業損失（△） △1,282,345

営業外収益

受取利息 2,829

受取家賃 25,065

受取手数料 10,247

雑収入 19,801

営業外収益合計 57,943

営業外費用

支払利息 43,214

賃貸費用 8,842

店舗解約損 65,848

為替差損 28,631

貸倒引当金繰入額 15,000

雑損失 5,365

営業外費用合計 166,902

経常損失（△） △1,391,305

特別損失

固定資産廃棄損 176,506

減損損失 31,188

関係会社整理損 14,540

特別損失合計 222,234

税金等調整前四半期純損失（△） △1,613,540

法人税、住民税及び事業税 237,953

法人税等調整額 △771,433

法人税等合計 △533,480

少数株主利益 10,146

四半期純損失（△） △1,090,205
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※2
 7,119,089

売上原価 5,340,220

売上総利益 1,778,869

販売費及び一般管理費 ※1
 1,676,814

営業利益 102,054

営業外収益

受取利息 823

受取家賃 8,254

受取手数料 707

雑収入 2,563

営業外収益合計 12,349

営業外費用

支払利息 18,067

賃貸費用 2,829

店舗解約損 38,230

為替差損 34,182

雑損失 3,288

営業外費用合計 96,598

経常利益 17,805

特別利益

関係会社整理損失引当金戻入額 6,459

特別利益合計 6,459

特別損失

固定資産廃棄損 59,318

減損損失 3,754

特別損失合計 63,072

税金等調整前四半期純損失（△） △38,807

法人税、住民税及び事業税 156,812

法人税等調整額 △170,118

法人税等合計 △13,305

少数株主利益 18,689

四半期純損失（△） △44,191
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,613,540

減価償却費 1,256,671

のれん償却額 63,585

貸倒引当金の増減額（△は減少） 61,300

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,025

退職給付引当金の増減額（△は減少） 30,390

受取利息 △2,829

支払利息 43,214

為替差損益（△は益） 13,482

有形固定資産廃棄損 139,056

減損損失 31,188

関係会社整理損 14,540

売上債権の増減額（△は増加） △286,423

たな卸資産の増減額（△は増加） △173,521

仕入債務の増減額（△は減少） △3,850

未払消費税等の増減額（△は減少） △209,967

その他の流動資産の増減額（△は増加） 23,254

その他の流動負債の増減額（△は減少） 741,401

その他 △103,907

小計 25,071

利息の受取額 2,235

利息の支払額 △43,214

法人税等の支払額 △1,225,414

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,241,322

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,178,391

無形固定資産の取得による支出 △181,792

子会社株式の取得による支出 △50,000

差入保証金の差入による支出 △104,055

差入保証金の回収による収入 85,736

その他 △23,613

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,452,116

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,968,598

セール・アンド・リースバックによる収入 1,125,513

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △204,182

配当金の支払額 △429,492

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,460,435

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22,217

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △255,220

現金及び現金同等物の期首残高 2,924,413

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,669,192
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

１．会計処理基準に関する事

項の変更

 (1)重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

たな卸資産 

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計基準

第９号　平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、評価基準については原価法か

ら原価法（収益性の低下に基づき簿価切下

げの方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べ

て、当第３四半期連結累計期間の税金等調

整前四半期純損失が76,280千円増加してお

ります。なお、セグメント情報に与える影響

額は、当該箇所に記載しております。

 (2)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連

結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに

伴い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、通常の売買取引に

係る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零

とする定額法を採用しております。これに

よる損益に与える影響額は軽微でありま

す。また、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書において営業活動による資金支出が

4,371千円増加、投資活動における資金支出

が916,958千円増加、財務活動における資金

収入が921,330千円増加しております。な

お、セグメント情報に与える影響額は、当該

箇所に記載しております。

また、リース取引開始がリース会計基準適

用初年度開始前の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、引き続き通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

を適用しております。 
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

　

給料手当 1,153,368千円

退職給付費用 13,460千円

広告宣伝費 2,054,952千円

減価償却費 77,318千円

のれん償却費 63,585千円

貸倒引当金繰入額 60,912千円

　

※２ 　当社グループの売上高は、通常の営業の形態とし

て、第４四半期の撮影機会（七五三等）が多いため

他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった

季節的変動があります。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

　

給料手当 373,126千円

退職給付費用 4,218千円

広告宣伝費 706,068千円

減価償却費 23,972千円

のれん償却費 21,195千円

貸倒引当金繰入額 22,661千円

　

※２ 　当社グループの売上高は、通常の営業の形態とし

て、第４四半期の撮影機会（七五三等）が多いため

他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった

季節的変動があります。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年９月30日現在）

 

　

現金及び預金勘定 3,001,583千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △332,390千円

現金及び現金同等物 2,669,192千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　17,185,650株

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　 　5,940株

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

 　      (1)　配当金支払額

 決  議　  株式の種類
 配当金の総額

（千円） 

 １株当たり

　配当額(円）
 基 準 日  効力発生日  配当の原資

 平成21年３月26日

 定時株主総会 
 普通株式  429,492 25　　　 平成20年12月31日 平成21年３月27日 利益剰余金

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
こども写真事業
（千円）

婚礼衣装製造
卸売事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 6,630,983488,1057,119,089 － 7,119,089

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 382,833382,833(382,833) －

計 6,630,983870,9397,501,923(382,833) 7,119,089

 営業利益（又は営業損失） 207,879(34,928) 172,950(70,895) 102,054

　　　  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

 
こども写真事業
（千円）

婚礼衣装製造
卸売事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 17,127,2801,390,99718,518,278 － 18,518,278

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 1,232,3471,232,347(1,232,347) －

計 17,127,2802,623,34519,750,626(1,232,347) 18,518,278

 営業利益（又は営業損失） (582,319) (537,444) (1,119,763) (162,582) (1,282,345)

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品又は役務の種類、製造方法、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。

 　　　 ２．各区分に属する主要な製品・役務の内容

　　　　　　こども写真事業　　　……スタジオ写真の撮影・制作・加工、ディスプレイ制作、印刷等

　　　　　　婚礼衣装製造卸売事業……婚礼用ドレス・撮影用衣装等の制作・販売
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 　　　３．会計処理の方法の変更（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」1.（１）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失

が、こども写真事業で429千円、婚礼衣装製造卸売事業で75,851千円それぞれ増加しております。

　　 　４．会計処理の方法の変更（リース取引に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」1.（２）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））を適用しております。これによるセグメント情報に与える影響額は軽微であります。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高が10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

（ストック・オプション等関係）

 　　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 542.16円 １株当たり純資産額 631.06円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 　63.46円 １株当たり四半期純損失金額 　2.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 1,090,205 44,191

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 1,090,205 44,191

期中平均株式数（千株） 17,179 17,179

　

（重要な後発事象）

　　　　　　該当事項はありません。　

　

　

　

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月５日

株式会社スタジオアリス

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　猛　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スタジオア

リスの平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スタジオアリス及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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